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初等理科を履修する学生は、新聞紙を丸めた器具を使用することによって、打腱器を使用した場合よ

りも高確立で膝蓋腱反射を誘起させることができた。この器具と方法は打腱器の使用に慣れていない学

生や教員において、簡単に膝蓋腱反射を誘起させることができるものとして有効であると思われる。
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１.目的

初等理科において体の仕組みに関する内容は、

「消化と吸収」「呼吸」「循環」「内蔵器官の構

造」、および発展として「感覚の仕組み」や「運

動の仕組み」などが取り上げられている。これら

は小学６年生において学ぶ項目である。反射は中

学校および高校において学ぶ項目であり、初等理

科には取り上げられてはいない。しかし、ごく簡

単にドラスティックに体の反応を体験できる方

法があるならば、小学校においても体の仕組みに

興味を持たせる話題の１つとして、教員がそのや

り方を知っておく意義はあるのではないかと考

えられる。本研究では、高校、中学校はもちろん

小学校の教員にも簡単に反射を誘起できる方法

を開発するための、初等理科を履修する学生が簡

単に膝蓋腱反射を誘起できる方法を考案した。

２．器具の作成

新聞紙を１枚使用し、長辺を折って２つ折りに

した。これをさらに３回行なって、およそ 20cm ×

13cm の大きさとした。この新聞紙の短い辺を手前

にして、かなり硬くなるようにのり巻き状に丸め

セロハンテープで固定した（図１）。

図１.打腱器と新聞紙を丸めて作成した器具

３．学生における膝蓋腱反射の誘起実験

対象とした学生は、教育学部で初等理科を履修

する学生ある。比較のため、言語聴覚士を養成す

るための専門学校の学生と、理学および作業療法

士を養成するための短大の学生も対象とした。被

験者の学生は、片脚をもう一方の脚の上に組んで、

組んだ上側の脚が床に付かないよう注意して机な

どの上に座った。被験者のペアとなった学生は、

打腱器を使用して、被験者の上側の脚の「膝蓋」

の下の凹んだ部位をかるくたたいた。これを 10 回

繰り返し、膝蓋腱反射 (下腿部が蹴り上げられる

反応) が現れた場合の回数を記録した。次に、新

聞紙を丸めた器具を、組んだ上側の脚の「膝蓋」

の下の凹んだ部位に当てがって、ペアの相手はそ

の上からコブシでかるく叩いた。これを 10 回繰り

返し、膝蓋腱反射が現れた場合の回数を記録した。

４．結果と考察

理学および作業療法を専攻する学生は、打腱器

を使用した場合と新聞紙を丸めた器具を使用した

場合との間で、膝蓋腱反射の誘起された回数に差

異はなかった。これらの学生は自分用の打腱器を

持っており、操作に慣れているために、打腱器に

よって比較的高確率で膝蓋腱反射を誘起すること

ができたものと考えられる。しかしながら、言語

聴覚を専攻する学生ならびに初等理科を履修する

学生では、打腱器を使用した場合よりも、新聞紙

を丸めた器具を使用した場合の方が、膝蓋腱反射

の誘起された回数は高かった。本研究で考案した

新聞紙を丸めた器具およびその使用法は、打腱器

の扱いに慣れていない者にとっても、簡単に膝蓋

腱反射を体験するために有効であると考えられる。
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